
感染症発生動向調査

  平成25年第29週

◆　 今週のコメント

･

･

･

◆　 今週のトピックス：＜手足口病＞

ヘルパンギーナの定点当たり報告数は，２.５８（１０３例）で，前週４.３８（１７５例）から大幅に減少しまし
たが，依然として過去５年平均値を上回っています。今後の動向にご注意ください。

風しんの報告が ８例（男性 ３例（２０歳代，３０歳代，５０歳代），女性 ５例（２０歳代 ２例，３０歳代 １例，
５０歳代 １例，７０歳代 １例））あります（第２８週追加報告分 ３例含む）。本年の累積報告数は１８１例と
なっており，風しんが定点把握疾患から全数把握疾患に変更（平成２０年）以降，最も多かった平成２４
年の累積報告数（２６例）と比べて，約７倍となっています。全国の累積報告数も１３，１１５例と平成２４年
（２，３９１例）と比べて，約５.５倍となっています。
　都道府県別では，大阪府が最も多く，次いで東京都，神奈川県の順となっています。

平成２５年　風しん　性別年齢群別累積報告数（京都市）

手足口病の定点当たり報告数は，３.１５（１２６例）で，第２４週（６月１０日～６月１６日）以降，６週連続で
増加しており，本年で最も多くなっています。詳細をトピックスに掲載しています。

　腸管出血性大腸菌感染症の報告が１例（女性，２０歳代）あり，型別はＯ１５７（ＶＴ１・ＶＴ２）です。推定
感染経路は不明ですが，推定感染地域は国内です。本年の累積報告数は１５例となっています。

京都市感染症週報 京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生環境研究所 ）

（7月15日～7月21日） http://www.city.kyoto.lg.jp/menu3/category/41-6-1-0-0-0-0-0-0-0.html

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 合計
男性 2 3 39 37 32 6 2 121
女性 3 4 28 8 5 7 5 60
合計 5 7 67 45 37 13 7 181

◆　発生状況

・ 三類：腸管出血性大腸菌感染症　１例【１月以降の累積報告数 １５例】

・ 五類：風しん（検査診断例 ７例，臨床診断例 １例） ８例 【１月以降の累積報告数 １８１例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６７， 小児科定点４０， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ０　

小児科   ①　手足口病 １２６　

（降順5位まで）   ②　ヘルパンギーナ １０３　

  ③　感染性胃腸炎 ９５　

  ④　水痘 ２５　

  ⑤　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ２２　

眼科   流行性角結膜炎 ６　

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜手足口病＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成25年7月25日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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全数把握の感染症

定点把握の主な感染症
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第２９週）と先週（第２８週）の定点当たり報告数の比較
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３　主な感染症の定点当たり報告数の推移
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　 　　　　　　　１ 手足口病 　 　　　　２ ヘルパンギーナ
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　　　　　　　　 ３ 感染性胃腸炎 　　　　　 ４ 水痘
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※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎
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平成２５年

第29週（7月15日～7月21日）トピックス：＜手足口病＞
　手足口病の定点当たり報告数は，３.１５（１２６例）で，第２４週（６月１０日～６月１６日）以降，６週連続で増加して
おり，本年で最も多くなっています。全国の定点当たり報告数は８.０９と前週７.０１に比べ約１.２倍増加し，過去５年
平均値を大きく上回っています。例年，７月から８月にかけてピークとなりますので，今後の動向にご注意ください。
　年齢階級別では，１歳が４５例（３５.７％）と最も多く，以下，２歳 ２９例（２３.０％），４歳 １４例（１１.１％）となってお
り，０歳～４歳で９２.１％を占めています。
　都道府県別では，３４都道府県で前週より増加しています。

本市及び全国の定点当たり報告数の推移
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～5箇月 ～11箇月 1歳 2歳 3歳 4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20歳以上

都道府県別定点当たり報告数の推移
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